
 

常盤の松 
今後の学校行事について 

 ７月１日（水）、今年度初めての学校朝礼を体育館で行いまし

た。全校生徒が体育館に集合したのはこれが初めてでした。感染防

止に配慮しながら、生徒の間隔を１ｍ以上十分にとり、全員マスク

を着用し、窓を全開にして換気をしながら、あまり時間をかけずに

行いました。生徒たちは、いつものように時間前に学級ごとに整列

し、前後左右の間隔をとりながら座っていました。 

 校長から話した内容は、今後の主な学校行事についてです。新型コロナウイルスの影響で、これまでも中

止や延期が続きましたが、今後も同様の措置をとらざるを得ません。具体的には次の通りです。 

・３年生修学旅行 １１月１～２日に１泊２日で方面を変更して実施 

・１，２年生修学旅行 １２月３日に方面を変更して実施 

・運動会 昨年度までのような運動会は中止、それに代わる体育的行事を平日の半日程度で実施 

・合唱コンクール 歌唱指導が十分にできず、本年度は中止 

・２年生職場体験学習 今年度は中止、それに代わるキャリア学習を実施 

・定期テスト ９月９日（水）、１０日（木）に実施 

 

前期人権学習旬間始まる！ 
 ７月６日（月）、今年度第１回目の人権旬間が始まりました。

例年であれば、５月中旬に行っていたことです。６月にようやく

学校が再開されて１ヶ月が過ぎ、多くの生徒たちが学校生活に慣

れてきたところで、人権について改めて考える機会をもつことは

とても大切であると考えます。 

様々な偏見や差別がまだまだ残る昨今ですが、今年度はそれに

加えて、新型コロナウイルス感染に関わり、感染者やその家族に

対しての誹謗中傷が起きているという話を耳にします。何と言うことでしょうか。先日の学校からの通知に

も書かせていただきましたが、「誰もが感染者となる可能性がある」「感染した場合、一番辛い思いをして

いるのは感染者自身とその家族である」ということを改めて意識したいものです。 

 教頭による人権講話では、周囲を大切にする気持ちと自分を大切にする気持ちをもつことの意味と県教委

の「いじめ防止活動実施中」の旗に書かれている「あと一言の勇気を今」の意味を改めて考えてみようと呼

び掛けました。困っていたり悩んでいる人がいれば、その人の話を聴いてあげることが大切です。そのとき

の声の掛け方も大切です。人権について改めて考えるこの機会に、声の掛け方だけでも少し意識して過ごす

ことで、周囲のことが見えてきたり、気づくこともあると思います。 
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目指す生徒像 （１）心美しい生徒 （２）自ら考え学ぶ生徒 （３）粘り強くがんばる生徒 



                   きれいな花を植えました！ 
                                ～地域づくり協議会事業～ 

６月２５日（木）、地域づくり協議会でお世話になっている地域の 

方々にお越しいただき、生徒会の緑化整美委員会の生徒とともに花植

えを行いました。植えた花はペチュニア、ベゴニア、日々草です。地

域づくり協議会のメンバーで毎年ご指導いただいている山崎様と土屋

様には大変お世話になりました。植え方だけでなく、日頃の水のくれ 

方や世話の仕方についても丁寧に教えていただきました。長く咲き続けることができるとよいと思います。 

 

１年生の部活動、決定！ 
 約２週間にわたる部活動見学並びに体験期間を経て、１年生が部活動を決定しました。年々生徒数が減少

する中、部活動によっては人数に偏りが出ており、なかなか部員が集まらない状況も現れてきています。 

 スポーツについて言えば、長い人生を考えたとき、一つの競技に打ち込むこともよいと思いますが、いろ

いろなスポーツに触れることも大切だと思います。いろいろな種目に一度身を置いて体験することで様々な

ことを感じ取ると思います。新鮮な感覚を覚え、興味が湧いてくれば続け、そうでなければ縁がなかったと

いうことだと思います。それほど激しい動きがなければ生涯を通して続けることもできます。若いうちにい

ろいろな経験をして長く続けられそうな生涯スポーツを見つけてほしいと思います。 

  ＊１年生を加えた各部の部員総数＊ 

   ・軟式野球 男１７  ・バスケットボール 男９ 女２０  ・ハンドボール 男１４ 

   ・バレーボール 女２５  ・ソフトテニス 男１８ 女１８  ・吹奏楽 男４ 女２５ 

   ・美術 男４ 女１０  

 

中体連主催の交流試合を行います！ 
 新型コロナウイルス感染の影響を受け、本年度の県中体連総合体育

大会及び富岡甘楽中体連総合体育大会が中止となりました。しかし、

これまで２年間頑張ってきた３年生にとっては、このまま部活動を引

退することは、いろいろな面で中途半端で、しっかりとした切り替え

ができずに終わってしまうことになります。そこで、富岡市甘楽郡の

中学校９校の中で一つの締めくくりとなる「交流試合」を行うことに

なりました。この「交流試合」は、トーナメント方式で優勝を目指すものではありません。まず３年生一人

一人が目標を新たにし、他校との試合を行うことを通して、自分自身の中でけじめをつけるとともに、後輩

たちにその姿を見せ、その精神の引き継ぎを果たすことになります。 

試合は７月２３日から８月２日までの祝日や土日に富岡市や甘楽郡内の各会場で行われます。様々な思い

を胸に頑張ってほしいと思います。 

＜お知らせ＞ 

【令和３年度就学援助制度について】 

  富岡市では子どもの生活困窮化対策として、法に基づき、経済的な理由によって修学が困難な児童・ 

生徒の保護者を対象に就学援助を行っています。学用品費や通学用品費、校外活動費、小６・中３の修 

学旅行費、医療費（う歯、中耳炎、結膜炎など）が援助の対象となります。（学校給食費は、学校教育 

課から学校給食センターへ直接振り込まれます） 

  申請を希望される方は、学校または教育委員会へご相談ください。 


